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 ただ、現実は、建設業もたくさんの人が、賃

金も高いですし、ただ大変な仕事ですけども、

介護だってその風評に言われるほど安くて大変

でなんていう仕事じゃないんですよ。福利厚生

はしっかりしていますし、子供さんを産んでも

また育児休業で復職が当たり前にできると。こ

ういった職場環境もある。こういったことがな

かなか伝わらないから、さっき市長がおっしゃ

ったように、高校生は普通のほうがいいんだ、

実業高校だめだなんていうことで学科が削られ

る。こういった背景もあるわけですよね。 

 ですから、市長だけでなくて、幹部の方はそ

ういったことも頭に入れて、やはり市役所にい

るんじゃなくて企業訪問をして、そういった感

性を磨いていただきたいと、私は今回訴えたん

ですね。 

 今後もこのような政治活動を続けてまいりま

すので、よろしくお願いします。質問を終わり

ます。 

○渋谷佐輔議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５２分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位８番、議席番号３番、金子

豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 初めに、４月の選挙によ

り初当選し、きょう初めて壇上より一般質問を

させていただきます。言葉の間違いや質問の重

複が多々あるかと思いますが、ご了承いただけ

れば幸いだと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは最初に、長井市北部地域の戦略につ

いて質問をさせていただきます。 

 まず、選挙期間中も多くの市民の方々から言

われたことの一つですが、市南部に対して北部

は東西の道路、通学路も含めて生活基盤の整備

がおくれていると言われているが、北部に対す

る今後の戦略を市としてどのように考えている

のかお聞きしたいと思います。 

 市内南部のほうは、大手スーパーの進出を初

め、市民文化会館、つつじ公園、生涯学習プラ

ザ運動場、長井ダム、道照寺平スキー場などが

あり、にぎやかな地域となっております。対し

て、北部については、あかしあ産業団地、下水

処理場、レインボープランコンポストセンター、

葉山及び葉山森林公園、古代の丘縄文村などが

あるのに対しまして静かでおくれていると感じ

ている人が多くいます。 

 なぜ南部がにぎやかで北部が静かに見えるの

か。あかしあ産業団地については、ケミコンや

東芝ライテックを初め、撤退や閉鎖をした企業

もあり、その跡地利用や企業誘致についても市

民の方々は期待と不安を抱きながら関心を持っ

ております。市北部の戦略についてお聞きする

のが第１点であります。 

 次に、２つ目は、あやめ公園についての質問

です。 

 あやめ公園に対する市民の思いは強い。観光

客を呼ぶことも大切だが、市民が常に公園に行

ける環境整備が必要ではないかというふうなこ

とであります。 

 先日、私の亡くなった父親の同級生で、現在

横浜に住んでいる関東致芳会相談役の方からお
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手紙をいただきました。その中に、「あやめ公

園の復活」と書いたところがありますので、一

部、抜粋ですが、読ませていただきます。 

 当公園は、東北有数のアヤメであり、100余

年の歴史を持ち、私たちの子供のころは開園を

一日千秋の思いで待っていたものでした。それ

が時代の変化とともに人気が薄れたため、あや

め公園駅を新設し、入場料化し、出入り口に建

物を建てても利用者がふえないと聞いておりま

す。最も意外なのは、市民が優待券、無料券の

ことだと思いますが、手にしてもそれを使おう

とする愛着がなくなっていることです。あやめ

公園の所有者は長井市ですが、という文面があ

りまして、中略です。最後に、公的財産が宝の

持ち腐れとならないよう、早急な対策が必要で

はないのでしょうか。ふるさとを離れた者の表

面的な捉えで的外れかもしれませんが、という

文面でした。 

 市民の愛着がなぜなくなっているのか。なぜ

なくなっているように見えるのか。市民の思い

は強いはずなのに、それは市民にとって親しみ

のある魅力ある公園となっていないからではな

いのかと、そのように思われます。人が集まり、

交流できるまちづくりのためにも、市民が常に

公園に行ける環境整備が必要だと思います。 

 今後の計画等についてご説明をお願いいたし

ます。 

 次に、地域づくりと社会教育の推進について

質問をさせていただきます。 

 まず、１つ目は、地区公民館のコミュニティ

ーセンター化についてであります。 

 今年度の市長の施政方針の中で、これも抜粋

でありますけども、「自治公民館や地区公民館

を拠点とした活発な地域づくりの基本は、地域

住民による住民主導型の地域運営であると考え

ております。そのためには、各地区の特性や地

区全体の課題を確認し、その解決のための人材

育成や事業の展開方策を地域において共有する

地域づくり計画の策定が望まれます。平成26年

度には、平野地区において地域づくり計画が策

定されました。地区公民館の新たな指定管理期

間の初年度となる平成27年度においても、引き

続き公民館を拠点とした地域づくり計画の策定

を実践に取り組む地区に対して、主事を増員す

る人的支援を行ってまいります。将来は、地区

公民館を、社会教育の枠を超えて地域課題に自

立的に取り組むコミュニティーセンターに発展

することに期待します」と述べておられます。 

 コミセン化の時期については、次期指定管理

者が始まる平成30年度ごろから実施したいと、

私が主事時代にはお聞きしたところでありまし

た。 

 主事の増員について、３月議会でご承認いた

だき、４月より採用ということで、現在４地区

で１名増員体制になったと。これはすごく感謝

しているところであります。市長の方針に沿っ

て、コミセン化に向け、一つ一つではあるが、

着々と準備、環境整備が整ってきているという

ことを感じているところであります。 

 そこで、最初の質問ですが、長井市教育振興

計画にもありますように、いのちを育み『長井

の心』を未来につなぐまち、その中に、公民館

活動の充実、地域づくりと社会教育の推進とあ

ります。コミセン化になった場合、特に地域づ

くり計画の策定に基づき実践していくことにな

るわけですので、生涯学習、社会教育とのかか

わりをどのようにしていくのかが心配されると

ころであります。そこで、公民館をコミセン化

した場合のメリットとデメリットについて、ど

のようなことが考えられるのか教えていただき

たいと思います。 

 また、地域づくり計画を策定後、どのように

計画を実践していくのかが大切だと思いますの

で、実践方法等、どのような方法が考えられる

のか、市当局のお考えを教えていただきたいと

思います。 
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 次に、施設の維持管理と今後の整備計画につ

いて質問をさせていただきます。市庁舎初め、

市民文化会館や図書館、長井病院などの新築や

改修など、経費のかかる事業が予定されていま

すことを先日の一般質問の中でお聞きしたとお

り承知しております。しかしながら、各地区の

公民館も維持管理費がちょうどかかる時期とな

っております。そのような状況の中、指定管理

者制度を導入しながら年次計画を策定し、順々

に修理や改修工事を進めていることは承知して

おります。 

 しかしながら、施設を利用している市民や地

区民が早急に求めてるものは何なのか、例えば

洋式トイレ、エアコンなどの設置が考えられる

と思います。集中豪雨などの災害のとき、一時

避難所にもなってるところもあるわけですので、

それを加味した計画となってるのか、教えてい

ただきたいと思います。これは市長にお聞きし

たいと思います。 

 次に、自治公民館の活動支援について質問を

させていただきます。 

 自治公民館は、地域のコミュニケーションを

深め、世代を超えてともに集うことのできる一

番身近な施設です。また、最近は自主防災組織

の核として利用されております。世帯数の多い

ところ、少ないところ、さまざまな自治公民館

があります。長井市では、長井市自治公民館の

施設及び設備事業補助金が長井市自治公民館活

性化事業補助金として自治公民館にこれまで支

援を行ってきておりますが、各自治公民館の経

費や活動状況については教育委員会でも把握さ

れていないと思います。 

 市長の施政方針にもあったように、「自治公

民館や地区公民館を拠点とした活発な地域づく

りの基本は」というふうな文面がありました。

なぜ今、自治公民館の活動が大切なのか、活動

したくてもどうすればいいのかわからない、予

算的にも苦しいなど、いろいろ悩んでる公民館

に対して今後支援をしていく上で、教育委員会

だけでなく、自主防災担当課、総務課だったと

思いますが、そことも相談をしながら自治公民

館の活動状況について把握しておくべきではな

いかと思います。どうでしょうか、これは教育

長にお聞きしたいと思います。 

 最後でありますが、市指定文化財の現状と今

後の取り組みについて、２つほど質問をさせて

いただきます。 

 １つ目は、無形文化財の現状と支援について

お聞きします。 

 現在、工芸技術の部が１つ、芸能の部６つが

無形文化財として指定されております。特に芸

能の部の現在の活動状況はどうなっているのか、

また、無形文化財に対してどのような支援を行

っているのかお聞きします。 

 ２つ目は、芸能の部に登録されている６つの

ほかに、指定はされていない伝承文化が市内に

は多くあります。例えば各神社の獅子舞、笛や

太鼓などのはやし、各種の祭、語り部等々があ

ります。 

 獅子舞は、それぞれの神社によりおのおのの

特色があります。黒獅子まつりとは違って、そ

の神社本来での祭で舞う獅子舞はさらに勇壮で

あり、趣のある獅子舞と感じております。しか

しながら、各獅子舞とも後継者の育成について

は共通の課題となっております。獅子舞、笛や

太鼓、獅子踊り、各種の祭、語り部など、多く

の伝承文化については一度空白が起きてしまえ

ば再開するにはとても困難が待ち受けているの

が現状です。関係者の研修や情報交換、交流の

場を設けて伝承文化が途切れないよう、遅くな

らないうちに支援することが必要ではないかと

思われます。どうお考えか、教育長にお伺いし

たいと思います。 

 なお、先ほど自治公民館の質問の中で、教育

長と申し上げましたが、市長のほうからご答弁

いただければありがたいと思います。 
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 以上で壇上からの一般質問を終わらせていた

だきます。ご清聴、どうもありがとうございま

した。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子豊美議員のご質問にお答え

いたします。 

 金子議員からは大きく２点、合計で６点ほど

のご質問をいただいたと思います。地域の代表

として、熱いご質問でございますんで、精いっ

ぱい答弁させていただきたいというふうに思い

ます。なお、答弁漏れ等ございましたら、後ほ

どご指摘いただければというふうに思います。 

 まず最初に、長井市北部地域の今後の戦略に

ついてというご質問でございます。 

 この件につきましては、金曜日の平 進介議

員のほうからも、若干おっしゃってることは違

いますが、同じような視点からのご質問をいた

だきましたので、答弁が重複するかもしれませ

んが、ご容赦いただきたいと思います。 

 市南部に対して北部は、東西の道路、通学路

も含めて生活基盤の整備がおくれていると言わ

れているが、どのように考えているのかと、道

路の整備の面からまず最初、お話ししたいと思

いますが、実は、道路の整備については一番、

そうですね、非常に具体的な数字とか整備率と

かで申し上げてるんではないんですけれども、

概しておくれているのは豊田地区と伊佐沢地区

だと思ってます。あと、西根地区も結構、集落

内の道路の整備がおくれてると、比較的、致芳

地区と平野は整備がされているというふうに思

ってます。 

 致芳地区については、ここ三、四年、どんど

ん進めさせていただいてます。南部の国道28７

号南バイパスにつきましては、27年度中に供用

開始するということで工事中でございますが、

北部の森バイパスについては既に昨年度に供用

開始をしてございます。 

 あわせて私ども市といたしましては、森地区

と東五十川地区のアクセス、市道の整備をでき

るだけ進めるべきだということから、東五十川

は残念ながら大きな工事、改良はできなかった

んですが、森については市道森線について昨年

度に工事を完了いたしまして、延長で900メー

トルの工事を完了して、約１億7,000万円近く、

これは単独の事業でございますけれども、行い

ました。 

 また、成田地域の主要地方道長井大江線につ

いては、県施行の道路保全事業、側溝整備工事

が今年度で完了という予定でございます。 

 市道については、平成25年度に道路災害の認

定を受けまして、これは凍上災というので白兎

線の道路災害復旧工事、平成26年度には南部西

横線の歩道整備工事が完了しております。 

 また、西根地区になりますけれども、寺泉地

域の大沢線と草岡地内の長者屋敷２号線、成田

地内の川原屋敷若宮線、白兎地内の唐梅白兎線、

白兎南線において道路改良事業が進行しており

まして、これは南部をほとんどしてませんので、

ほとんど北部に集中してるというのが現在の状

況でございます。 

 なお、今後とも地元の要望等をお伺いしなが

ら計画的な道路整備を進めてまいりたいと思い

ます。 

 加えて、都市再生整備事業でことしからの工

事になる予定をしておりますが、成田の消雪道

路のほうも施行する予定でございます。 

 戦略はどうかということでございますけれど

も、非常に長井市として、例えば北部について

こうこうこういうふうにして活性化しようとか、

南部についてはこういうふうにして活性化成功

したとか、そういう考え方は全くありません。

私はですね。ただ今までの長井市の60年の市政

運営などを見せていただきますと、特に成田の

ほうに工業団地、正式には農工団地って言いま

すけれども、工業団地ではありません。農地の

指定をして、そこに立地する企業があった場合
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に、さまざまな法手続を支援しながら企業の立

地を促進してきたと、そして農業から製造業に

雇用を転換していただこうということで、もう

今から40年、50年ぐらい前にそういったものを

進めてきたところですけども、現在、特に旧山

形マルコンの跡地、現在は日本ケミコンの所有

地になってますけども、そういったところが工

場を閉鎖してそのままですので、非常に寂しい

状況を感じている地元の方もいらっしゃると思

いますが、ここ７年ほどの間に実は大きい立地

の話が２回ほどございました。 

 １つは、自動車関連の大手企業、あともう一

つは現在も進めておりますが、食品加工の大手

のメーカーさんだということでございますが、

これは常に他県と、あるいは山形県内との争い

になってまして、残念ながらなかなか立地に至

ってないと。それは、企業側の輸送コストです

ね。ここで製品をつくって、その供給地に運ぶ、

需要地に運ぶ、そのときにまでかかる輸送コス

トが残念ながら長井市の場合は極めて不利な条

件にありまして、そういったところが少し弱い

というふうに思ってますが、逆に北部のほうは

水資源が豊富ですので、そういったことを生か

して、現在、ちょっとなかなか去年から進捗し

てないんですが、そういった食品加工等々の製

造業等に立地できるように努力しているところ

でございます。 

 長井全体としては、午前中の質問でもお答え

したんですが、中央地区のコンパクトシティー

化ということで都市機能を中央地区に充実させ

ようと、そして周りの５つの地区については小

学校、地区公民館と児童センター、それにちょ

っと足りない機能の部分を新たにつくって、小

さい拠点として整備したいと、それは５地区全

てです。そして、中央地区とその５つの地区を

交通ネットワークでしっかりと充実した体制を

とっていくと、それが少なくとも50年間は人口

が減少し続けるということは、これは残念なが

ら事実でございますんで、緩やかに少しでも減

るように、そして、なおかつ長井の市内だった

らどこに住んでいても不便でないようにという

ことで、その辺の充実を図りたいと。 

 ただし北部については、平 進介議員のご質

問にもお答えしましたけれども、かつては長井

は製造業として多くの雇用がありましたが、残

念ながら、10年、15年前ぐらいから大分減って

しまいました。もう平成10年から平成15年で大

体2,000人の雇用がなくなってますんで、その

2,000人の雇用っていうのが、市民はもちろん

ですが、特に白鷹から多くいらしてました。そ

の方たちが長井に働きに来られるんじゃなくて、

今は山形西工業団地ほか、山形市内に数多く行

っておられると、これは白鷹町長がそういうふ

うにおっしゃってます。ですから長井に北のほ

うから余りいらっしゃらなくなったと、同時に

まちなかの商店街の機能も含めて西置賜の中心

としての長井の存在価値がどんどん薄れてしま

いまして、そして北のほうがちょっと寂しく感

じるんじゃないかというふうに思います。 

 しかし、長井の立地上、地形的なものを見ま

すと、何というか、まちの中央を最上川が流れ

てますよね。ですから伊佐沢については、実は

市の施設っていうのは斎場ぐらいしかないんで

すね。最上川の西のほうについては、野川と白

川で分かれてます。野川から北のほうっていう

のは致芳と西根ですけども、工業団地ぐらいし

かないですよね。あと、南のほうも白川から向

こうっていうのは、市の施設っていうのは産業

団地ってありますよね、流通団地と言われたそ

れしかないです。あとは最上川と白川と野川の

西のほうにまちが、市街地が広がってるという

ことです。 

 ただ、成田地区は長井と隣接してますし、も

ともと成田はいろんな関係から人口が多いとこ

ろで、そんなことでの市街地は広がっておりま

すけども、ですから、西に伸びるのが長井の実
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は自然な形なんだろうと思います。ですから野

川と白川と最上川の間がどうしても中心になる

という地形なんではないかなと。 

 ですから私ども、例えば私、今泉ですけど、

今泉ももうずっと言われてるのは、長井の表玄

関だと言われてて、交通の便が非常によかった

んです。しかし、何にもないということで、み

んなやっぱり不満を持ってます。北部を含めて

不満を持ってるわけですね。 

 あと、伊佐沢の方も伊佐沢で持ってます。し

かし、長井市内はどこのところからでも、大石

除いて15分で市役所まで来れるんです、普通は。

こんなまちは山形県35市町村の中でそんなにな

いです、２つ、３つぐらいだと思いますね。山

形周辺の小さいまちとか、そういうところだけ

で、置賜では長井だけです。 

 例えば米沢、人口９万人近くいますけども、

遠いところからだったら50分ぐらいかかります

よ、市役所まで。ところが私どもは15分。それ

ぐらいコンパクトでいいまちですので、これは

北部、南部、中央ということではなくて、市全

体をどういうふうにして活性化させていくかと、

魅力アップを図るかという戦略をぜひ金子議員

からもご提言いただきながらつくっていくと、

それがすなわち、均衡のある北部も南部も中央

もみんな住みよい地域をつくっていくというこ

とにつながると思いますんで、ぜひご理解いた

だきたいと思います。 

 あと、２点目のあやめ公園に対する市民の思

いは強いということで、これはおっしゃるとお

り、観光客のためのあやめ公園ではなくて、私

たち市民が楽しむ憩いの場だったわけですけど

も、市民が常に公園に行ける環境整備が必要で

ないかということでご提言でございます。 

 １つ、あやめまつり、今開催中ですけども、

今から十七、八年前にあやめ公園改造しました。

平成８年か９年ごろだと思いますが、その際に

今のような形になったんですが、そのときに高

台、今遊園地、子供の遊び場にしてますけども、

あそこに大体いろんな露天商が並んで、あとは

サーカスなども場所をかえたりしてきてました。

そのときは、非常ににぎわってたんですが、そ

の18年ほど前に整備したときに、いわゆる露天

商同士でのいろんないざこざがあって、そして、

露天商はこれ以上あんまりよくないということ

でなくしたっていうふうに伺ってます。 

 したがって、あそこの高台を公園化すること

によって露天商を逆に締め出したと。一方で、

今の北側の駐車場、入り口ありますけども、あ

の周りに地元の玩具店中心に露天の方を協力い

ただいたというのが今の形のようです。したが

って、サーカスなどの場所もございませんし、

また時代も少し流れが変わってきて、今のよう

なあやめまつりになったというふうに思ってま

す。 

 ただ、あやめまつりについては、今のままで

いいっていうふうには思っておりませんが、な

かなかイベントを行ってお客様というよりも、

今市民の皆さんが観光協会の人や、あるいはさ

まざまな団体、ＮＰＯの皆さんが自主的にいろ

んな活動をなさってまして、これは本当の市民

の楽しみの場としてにぎわってるんじゃないか

なと思ってます。 

 あともう一つは、公園そのものの改造ですが、

平成24年に、あそこは都市公園ですので長寿命

化の計画をつくって、まずは、ちょっとすぐ工

事できなかったんですけども、野球場とか、幸

町のグラウンドのほうがやっぱりあやめ公園の

都市公園の一環なんですね、そちらのスポーツ

施設のリニューアルを早急にさせていただいて、

それが終わってからあやめ公園の改造をしたい

と。５年以内ぐらいには着工したいと思ってま

して、その間にどういうふうに改造したらいい

か、市民の皆様の意見を聞いたり、あるいは観

光協会の皆さんとさまざまな委員会をつくって、

ことしあたりから検討に入りたいと思ってます。 
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 施設、あやめ会館も含めて非常に老朽化して

るということと、あと金子議員も感じておられ

ると思うんですが、あやめ公園というよりも、

私どもは500種、100万本の日本一のあやめ公園

のいわゆる数を、量で勝負してるもんですから、

あやめ畑になってしまったんですね。これは、

私どもが小さいときはそうじゃなくて、もうち

ょっと風情があったような気がするんです。そ

れが、最近あやめ畑みたいになって、稲と同じ

ように苗植えっていいますか、ああいう形じゃ

なかったですね、昔。色彩とか、あと、高さも

調整してましたし、そういったところに今度は

改造するときじゃないかと思います。 

 なお、今市民の皆さんの、特に30代、40代の

子育て世代、20代もそうですが、一番強い要望

っていうのは子供の遊び場で、あやめ公園のよ

うな、いわゆるつつじ公園はある。本当に市民

の皆さんが日ごろ行って遊べる公園なんですね。

ただ、あやめ公園は、あのように畑になってま

すので、市民がちょくちょく行ってというより

散歩コースぐらいでしか、閉園してるときはな

いということで、むしろ子供の遊び場、子供か

らお年寄りまで、屋内で雨でも冬でも軽運動と

かスポーツ、遊ぶことができる、そういう施設

を求める声が大きいので、そういったものを整

備する時期に来てるんじゃないかと、そのよう

に考えておりますので、ご理解いただきたいと

思います。 

 ２点目の地域づくりと社会教育の推進につい

てお答えしたいと思います。 

 まず最初に、地区公民館のコミュニティーセ

ンター化についてですが、議員のほうからはい

ろいろ、もともと致芳地区の公民館の主事をず

っと続けて、担っていただいてたわけですから、

まさに社会教育、地域づくりのプロといいます

か、一番の実践者だったわけでございますが、

簡単に考え方を申し上げますと、現在もそうで

すが、地区公民館というのは、やっぱり地方だ

ったら地方のいろんな地域づくりとか文化とか

青少年育成、社会教育、生涯学習の拠点なんで

すね。同時に、地域の例えば地区の役員、地区

長会からさまざまな事務局を担っていただいて

る公民館もございます。これは地区によって違

うんですけども、名実ともに社会教育を中心と

した地域づくりの拠点なんですね。 

 しかし、今の指定管理者の契約っていうのは、

社会教育の契約しかしてないわけです。したが

って人も少ないし、夜とか日曜日が出なきゃい

けない主事の皆さん多いと思うんですが、そう

すると時間外でさえ出せる予算がないと、それ

は社会教育の部分もあるんでしょうけども、地

域づくりの部分が多いだろうというふうに私は

思っておりましたので、その辺を以前からずっ

と教育委員会と、あるいは地区公民館の館長さ

ん方といろいろ意見交換しながら、ぜひ形をそ

ろそろ変えていかなきゃいけないんじゃないか

と、同時に今、市内大体9,700戸ぐらいが世帯

数なんですが、実際の世帯数、特老とかそうい

ったところなんかはまず別としますと、大体

9,300世帯ぐらい。そのうち2,000世帯近くがひ

とり暮らしのお年寄りとか、お年寄りだけの世

帯、65歳以上の世帯の方が多いと、65歳じゃお

年寄りとは言わないんでしょうけども、そうし

ますと、将来ともどんどんどんどんひとり暮ら

しの方がふえてくるんだろうと、そうしますと

地域福祉という視点で考えていかないと、私ど

も行政だけでは到底できません。 

 また、いろんな社会福祉法人とか社会福祉協

議会の協力だけでもだめだと、やっぱり地域の

皆さんの協力が必要だと。あとは東日本大震災

以降、防災っていうことが去年、おととしも続

けて集中豪雨ございましたし、これらも私ども

行政だけでは、あるいは消防、消防団は地元で

すけども、消防署、警察署では到底できないと、

やはり地域での防災が必要だろうと、自主防災

組織も含めて、そういったところを担うところ



 

―１１１― 

はどこだったらといったら、それぞれの地区公

民館をもう少し機能を充実させて、その地域づ

くりと同時に私ども市役所の、語弊あるかもし

れませんけど、分署的な機能も担っていただく

べきじゃないかということで、まずそのきっか

けとして、我々行政からの押しつけではなくて、

それぞれの地区で将来自分たちの地域をどうさ

れたいかと、どういうふうなまちにすれば自分

たちが住みやすいかということを考えていただ

いて、あわせて行政も必要なところはやります

けど、一緒になっていわゆる協働のまちづくり

をすべきだと。 

 長井市も協働のまちづくりっていうのは15年

ぐらい前からやってきて、今第５次総合計画っ

て去年から始めましたけども、その前の第４次

総合計画の一番のテーマっていうのは協働のま

ちづくりだった。これはこれで進みましたけれ

ども、でも、どちらかというとＮＰＯなどが中

心としたテーマ型の協働のまちづくりは進みま

した、しかし、地域の協働のまちづくりは残念

ながら全くと言っていいほど進まなかったんじ

ゃないかと。ですからそれを、地区公民館を地

域づくりの拠点としたコミュニティーセンター

という位置づけをして、そのために主事をふや

して、あと将来的には市の職員で担当制という

のを、これは本人の意向などもお聞きしまして、

職員を派遣するんじゃないんですけども、職員

がいろんな形でお手伝いをさせてもらうと、で

きればそこの地域出身の職員が一番いいのかも

しれませんけども、そういう職員の地域担当制

なども一緒に導入しながら、どういうふうにし

てこれから地域の協働のまちづくりを進めてい

ったらいいか、それを模索しなきゃいけないん

じゃないかなと思います。 

 したがって、ことしから約３年ぐらいかけて、

まずは第１段として、将来地域のあり方とか、

あるいはどういうふうにしてみんなで支え合う、

助け合う地域づくりをしていくかということに

ついてみんなで意見交換したいと思います。済

みません、長くなりまして。 

 私のほうの最後のほうなんですが、施設の維

持管理と今後の整備計画ということでございま

すけれども、まずは小・中学校と幼稚園、児童

センターですね、そちらのほうの全部のトイレ

の洋式化とウォシュレットなどをつけて清潔な

ものにしようということと、エアコンは全部つ

けたいと。 

 残念ながらことしじゅうに全部終わらせる予

定だったんですが、国の補助事業の採択を受け

ることができなくて、小学校のほうもちょっと

足踏みしておりますが、来年は補助事業ができ

なくてもしようがないので単独でもしなきゃい

けないんじゃないかなと。それを終わった後、

地区公民館の館長さんとか主事の皆さんとも協

議しながら、何をしていったらいいか、必要な

ものは予算化して整備してまいりたいと。あわ

せて、さまざまな自分たちの自主的な取り組み、

住民の皆さんのいろんな目標、思いを予算化す

ることなども含めて充実を図ってまいりたいと

思っております。 

 ちょっと抜けてるかもしれませんが、後ほど

再質問いただければというふうに思います。じ

ゃあ、私のほうからは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 金子豊美議員の質問にお答え

いたします。 

 私のほうからは、地域づくりと社会教育の推

進についての（３）の自治公民館の支援活動に

ついてお答えしたいと思います。 

 自治公民館は、本当に住民に最も身近な施設

でありまして、コミュニティーの維持にとって

最も基礎となるものだというふうに受けとめて

おります。自治館に対する支援が必要であると

のご意見は、さきの３月の議会でも指摘されて

おりまして、昨年度機会を捉えて聞き取りなど

を行ってきた経緯がございます。 
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 そうした中で、地域の人口が少なくなってい

るというようなこともあり、参加者が少なくな

ってきた、あるいは魅力的な事業の組み立てに

苦労しているなどの状況を伺っているところで

ございます。教育委員会としても、地区行事を

頑張って継続し、実施していることに対して何

がしかの支援が必要でないかというふうに受け

とめております。 

 例えば、地区の花見であるとか、芋煮会など、

地域の触れ合いを深める事業を行う地区に対し

ても支援ができるように、現在の活性化事業補

助金のメニューの拡充というような形で考えて

いきたいというふうに思っておりますので、議

員ご指摘の自治公民館の活動の把握ということ

についても、このようなメニューを拡充するこ

とで可能になるのかなというふうに思って、今

後検討していきたいと考えております。 

 次に、市指定文化財の現状と今後の取り組み

についてということで、２点ご質問いただきま

した。 

 無形文化財の現状と支援についてということ

で少し質問にお答えしたいと思います。 

 市指定の芸能関係の無形文化財は、現在６つ

ございます。その中で、總宮神社と小出の獅子

舞については、現在も活発に活動していただい

ているというふうに考えております。そのほか、

獅子踊りについては、平山獅子踊り、五十川獅

子踊り、勧進代獅子踊り、河井獅子踊りの４つ

が指定されております。それぞれ保存会が結成

されておりますが、高齢化とか後継者不足など

の課題を抱えており、活動も難しい状況にある

と認識しております。その中で、平山、五十川、

河井の獅子踊りについては、それぞれ小学校で

長井の心推進事業として保存会の皆さんから小

学生が指導を受けながら獅子踊りの伝承活動に

取り組んでおります。 

 獅子踊りに対する支援としては、議員ご案内

のこととは思いますが、平成18年に文化庁のふ

るさと文化再興事業により、衣装等の更新や記

録映像の制作などを行い、その後は個別団体の

要望によって各種助成金が活用されてございま

す。最近では、平山獅子踊りの皆さんが平成25

年度に心のまちづくり基金の採択を受けており

ます。なお、教育委員会からは県の伝統芸能伝

承活動補助金を地区公民館に対して補助してお

りますが、その補助が直接獅子踊り保存会に対

するものとしては利用されていない状況である

というふうに認識しております。 

 伝承事業は非常に大事なものであるというこ

とと、遅くならないうちに取り組みをというご

指摘、ご提言をいただいたわけですが、そのと

おりだと思っております。ただ、伝承に当たっ

ては金銭的な問題よりも、むしろ担い手の問題

のほうが課題かなというふうに捉えております。

引き続き各小学校での長井の心推進事業による

取り組みを支援してまいりたいというふうに考

えております。 

 また、現在、東北文教大の菊地和博教授が中

心となって、獅子踊りなどの伝統芸能の調査、

啓蒙活動などが進められておりますので、そち

らのほうに情報提供に努めていきたいというふ

うに考えております。 

 なお、今後の地区計画づくりを取り組むわけ

でありますが、その検討の中において地区の誇

りでもある地域づくりの素材の一つとして、そ

の重要性を地区民の皆さんご自身が自分たちの

財産というんですか、宝物としてあるのだとい

うことを確認いただいて、伝承の方策を検討し

ていただくということも大事なことだと思って

おりますので、その必要な、そこに向けた支援

についても考えていきたいというふうに考えて

おります。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 大変細かいところのご説

明、どうもありがとうございます。 

 平議員の質問のときにもお聞きした点と一緒
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なところもありますけども、やはり今回の選挙

期間中もいろんな方々に言われたことは、市民

としては、何となく北部のほうがおくれてるん

じゃないかという、そういう感覚を持った方が

多くいるというふうなことです。 

 ただし、市長も言っておられますように、考

えてみれば、今泉のあの旧道のほうも道路事情

はよくありませんし、お互いさまだなというふ

うに、改めて考えてみればそのように思うとこ

ろではありますけども、やはり致芳地区の場合

ですと、成田以外の通学路、例えば八反田の通

学路、消雪道路の要望とかいろいろあると思い

ますので、その辺も都市計画道路には入ってい

ないんですが、いろんなメニューを今後提出し

ていただきながら、一遍にやるということはな

かなか大変だと思いますので、ぜひいろいろ致

芳だけでなくて、西根、伊佐沢も含めて、周り

の部分についてもご検討いただきたいというこ

とをひとつお願いしたいと思います。 

 それから、あやめ公園の件ですが、やはりい

ろんな意見があると思います。１回改築という

か、整備したんですが、それでも昔のほうがい

いとか、いろんな意見を聞くのは、これは当然

のことであります。 

 先ほど、市長が５年以内でというふうな年数

をおっしゃったわけですので、その間、いろん

な方の意見を聞きながら、やはりにぎやかな雰

囲気、あと静かな雰囲気、どっちへいろいろす

ることも出てくるかと思うんです。例えばあや

めまつりはにぎやかなほうがええ、だけどふだ

んは静かな、読書したりされるとか、例えばそ

ういったいろんなものを含めて、幅広い方々か

ら意見を聞きながら今後の計画を立てていただ

ければな。当然、市民の方々とありますけども、

市民だけでなくて、地方出身の方々とか、ほか

の地区の方々からも意見を入れながら進めてい

くことになるかと思いますけども、ぜひいい公

園になるように、今後ご検討をお願いしたいと

いうふうに思ったところでした。 

 あと、先ほどケミコンの跡地のお話、ちょっ

と戻りますけども、ライテックとか、そういっ

た部分についても、今現在コンクリートが剥き

出しになってる、ぶらっとしたような状況なも

んですから、いろんな人が通るもんですから、

できるだけ早くあそこを対策していただければ

なというふうに思うんですが、なかなか交通の

便などを考えると、コストもかかりますし、長

井市の重要事業要望にございました西回りの幹

線道路、そういったものも早く整備していただ

きながら進めていただければなと思っておりま

すので、その辺も一応、市長の考え、お聞きし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 先ほど言いました、繰り返しになりますが、

まず白鷹のほうは348号線通って、随分、私た

ち長井も便利にはなったんですね。ですから、

むしろ致芳なんかは白兎とか東五十川って本当

に近いですよね。ですから、そういった意味で、

道路っていうのはそのときそのときで大きく環

境が変わりますので、非常に重要な、戦略的に

どうするかっていうことを考えて道路も要望し

たり、あるいはみずからつくったりすることが

必要だと思います。 

 西回り幹線道路ですが、287号線という形で

西回り幹線道路を通そうというふうに思ってま

す。それは、287号線っていうのは国道なんで

すが、県の管理の国道なんですね。本来であれ

ば、長井市の中で唯一、国直轄の国道っていう

のは113号線、ちょっとかすってる程度ですけ

ど、今泉ね。国直轄ですと、かなり我々の要望

によっていろんな動きができるんです。ところ

が、県管理の国道は、やっぱり県の予算の中で

やる国道整備なもんですから、地域割があるん

ですよね。今まで長井南バイパスと森バイパス、

同じ国道287号線で約20年にわたって整備して
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きたもんですから、これからの置賜の中での国

道287号線の重点なところは川西バイパスと米

沢北バイパスで、長井から東北中央自動車道路

の２年後に開通します米沢北インターチェンジ

までいかに短時間で結ぶかというのが、私ども

長井も含めて置賜の県事業の一番のテーマなん

です。 

 それが終わってから、ある程度けりついてか

ら西回りじゃないと、西回り幹線道路着手する

っていうことにならざるを得ないのかなという

ふうに思ってまして、ここは平 弘造県議とも

いろいろ議論をし合って、平県議は平県議の立

場から進めていこうと、内谷は内谷で、市長の

立場で進めろというふうに言ってるんですが、

白鷹町とは早く期成同盟会結びましょうと言わ

れてるんですね。 

 しかし、ことしの27年度に南バイパス、泉の

ところで現道とつながります。そこから今度、

西回りになるわけですね。鮎貝のところの荒砥

橋まで結ぶっていうと20キロあるんですよね。

20キロ以上あるかもしれません。そうすると、

今の長井南バイパスっていうのは、採択が決ま

って、予定線が決まって、着工して20年かかっ

てるわけですよ。そういうことから考えると、

その戦略はどうだろうっていうふうに実は思っ

てます。ですから、ここではあんまり詳しいこ

とは言いませんが、手としては長井西バイパス

で通したほうがいいんじゃないかっていう県あ

たりの考えもあります。 

 それは何かっていうと、一番287号線の中で

混むのが泉から長井橋のところなんですね。こ

この距離にして２キロぐらいがめちゃくちゃ混

む。特にヤマダ電機のあたり、ヤマザワあたり

からもうずっと大変な状況です。ここを渋滞を

緩和するっていうのは、経済効果が非常に上が

りますから、道路の整備としては優先順位高い

んですよ。ですから、長井の渋滞を解消する西

回りバイパスというふうにすれば、どこで結ぶ

かですけども、これは早いんじゃないかと、距

離も多分五、六キロだろうと。 

 ただし、長井とすれば、西にある学習プラザ

と消防とを結んで、そしてもう一つ橋をかけて、

もう野川は橋だらけになりますけども、もう一

つ橋かけて、西根と致芳に入ってからどこに結

ぶかということだろうと、そこが私ども第１段

で、その次に第２段として、そこから荒砥橋ま

で結ぶという戦略でいかないと、なかなか難し

いんではないかと、時間がかかり過ぎて、とい

う考え方もあります。 

 いずれにしましても、これはいろんな考え方

がありますし、地元の期成同盟会ね、今は致芳

地区が会長で、西根、致芳、平野で頑張ってお

られますんで、その皆様とも協議しながら、ど

ういう形が一番いいか、道路の状況が変われば、

また地域の経済とか人の流れ変わるわけですか

ら、これは道路をもっともっと、私ども長井は

交通の便、唯一高速道路の通ってない市ですか

ら、そこを逆手に、どういうふうに生かしてい

くかということで頑張りたいと思ってます。 

 長くなりまして、済みません。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ます。 

 西回りバイパス関係については、やはり時間

がかかることだと思いますので、いろんな下調

べ、それからいろんな考えなどを集めながら、

うまく進めていただければというふうにお願い

申し上げたいと思います。 

 それでは、教育長に１点だけご質問をさせて

いただきたいと思います。 

 自治公民館の活性化というか、関係につきま

しては、コミセンになったとしても現在のよう

な地区公民館とのかかわりを持って活動してい

く、そして現在ですと自治公民館の連絡協議会

等の事務局は教育委員会で今やってるわけです

が、それがコミセン化になった場合には、例え
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ばそちらのまちづくり推進のほうにいくのか、

さまざま、いろいろそのときの体制が、これも

変わってくると思うんです。そういった中で、

やはり地区公民館と自治公民館のつながり、あ

と教育委員会とのつながりもやっぱり大事にし

ながら、コミセンに移る場合はやっていただき

たいというふうに思うんです。 

 要は、社会教育の部分、地域づくりも社会教

育とみな兼ね合うことが多いわけですが、どう

しても地域づくりのほうが主になって、社会教

育の部分が弱くなっていくんでねかということ

をちょっと心配してるんです。ですから、以前、

教育長さんともお話してあったように、いろん

な形のコミセンがその市町村によって違う、そ

ういった中で長井独特のコミセンをつくるべき

でないかというふうに私は考えてるんです。 

 ですから、市長がさっき言われたように、も

う既にいろんな分野の事務局担当したり、相談

に乗ったりしてる、そういうふうな対外的なこ

とはもうやってるわけですから、だから、それ

プラス、今度地域づくり計画に沿ったいろんな

まだ業務が、仕事がふえてくる中で、その社会

教育の部分をやっぱり大事にしていただきたい

というふうに私は考えてるもんですから、その

辺、今後の意気込みをお聞きしたいなというふ

うに思います。よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 質問ありがとうございます。 

 長井市は、他市町に本当に先駆けて住民主導

型の公民館運営というのを、本当に、いつごろ

でしたかな、昭和の56年あたりからですかね、

五十六、七年あたりから多分やってらしたと思

うんですね。そういう長い歴史をかけて、本当

に住民自身が自分たちの地域の課題であったり、

あるいはコミュニケーションを豊かにする取り

組みなどを一生懸命やってきたという土壌があ

りますので、そういう意味では、この指定管理

３期目の中で、地区公民館がコミュニティセン

ターという名前に変わったとしても、それまで

培ってきた社会教育の手法なり、人づくりの基

盤という部分は揺るがないものだろうというふ

うに認識しております。そして、そういったも

のをむしろ生かして、長井らしいコミュニティ

センターになるべきだろうというふうに私も思

っております。 

 それから、地区公民館と地区のコミュニティ

センターと自治公民館、その名前がどうなるか

わかりません、自治館ですね、そことのかかわ

りについても、今までも本当に密接なかかわり

を持っていますし、そこの中で人と人とのつな

がりなどもしっかりあるんだろうと思います。 

 さらに行政のほうで、今、生涯学習課と地域

づくり推進課のほうがパイプが両方つながるよ

うな形につくっておりますけども、そういった

ものも十分に機能するような形にしていきたい

と思いますし、そんな中で、自治館とのつなが

りというものもぜひ密接なものができればいい

のかなというふうに思っております。 

 その手だてとして、先ほど申し上げた支援の

具体化なども大事になってくるのかなと思って

おります。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひ、そのようなことで

公民館のほうに指導というか、社会教育の部分

を大事にしていっていただきたいと思います。 

 最後でありますけども、市長にお願いがあり

まして、この地域づくり計画を各地区で今つく

っているわけですが、伊佐沢と中央地区は来年

度あたりから入るか今検討中だというようなお

話ですけども、今職員もいろんなことで考えな

がら、今までと違った雰囲気の中で一生懸命仕

事やってますので、ぜひ公民館主事、地元の主

事として長く勤められるように、そういった今

後の職員の体制、それから待遇等もこれからい

ろいろご検討いただきながら、公民館職員を応

援していただきたいというふうにお願いしたい
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と思います。よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子議員おっしゃるように、こ

れから、主事の皆さんをさらにコミセンになり

ますとふやさなきゃいけないと思ってます。そ

の際に、今は地区ごとの運営協議会をつくって

いただいて、そこでの雇用みたいにしてるんで

すね。 

 これは午前中、五十嵐議員からあった市の職

員の臨時職員の部分の、かつては事務管理公社

で、そこのほうで身分がちゃんとした安定した

雇用だったんですね。安定したとは言えないん

ですが、それが消費税かけられまして、行革で

集中改革プランの途中だったもんで、その５％

が莫大な何千万円になるということで、これを

削んなきゃいけないということで、本当に職員

の皆さんには申しわけなかったんですけども、

そういったことで今になってしまいました。 

 しかし、これは戻さなきゃいけないと、きち

んと法人化したところで雇用して、場合によっ

ては同じ致芳だったら致芳、ずっと固定じゃな

くて、市内の地区コミュニティセンターを時々

かわって、何というんでしょうかね、いろんな

情報を共有したりして、お互いに高め合うよう

な、地域づくりの拠点になるような、そういう

体制と、そのときに労働条件などもきちんと整

備しなきゃいけないなというふうに思っており

ますので、ぜひいろいろ今後ともご指導いただ

きたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○３番 金子豊美議員 どうもありがとうござい

ました。ぜひ、そういったいろんなことを検討

していただきながら……。 

 議長、済みません。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひ、今市長がおっしゃ

ったような職員の立場も考慮しながら、これか

らいろいろご検討いただければというふうに思

ったところでした。 

 なお、きょうは初めての質問でちょっと緊張

して、しかも不注意で歯がありませんので、大

変聞き取りにくい言葉で申しわけありませんで

したが、以上で私の質問を終わらせていただき

ます。本当にどうもありがとうございました。 

 

 

 小関秀一議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位９番、議席番号11番、

小関秀一議員。 

   （11番小関秀一議員登壇） 

○１１番 小関秀一議員 ６月議会に当たりまし

て、市民生活の福祉の向上と私自身の政治信条

であります無理、無駄のない行政運営を目指し

ながら、一般質問をさせていただきます。 

 私は４年前の東日本大震災の年、自然災害や

エネルギー対策を含めて暮らしの安全安心を改

めて考えさせられたとき、生活に最も密着した

自治体行政の議員として活動をさせていただき

ました。特に近年は、これまで経験しない少子

高齢化社会における自治体、行政、国政のあり

方が問われ続けております。 

 経済の流れでは、国際的なグローバル化の流

れで、特に地方の中小企業や事業所が経営の悪

化に瀕し、雇用の場が年々狭められ、東京一極

集中に拍車がかかり、地方の暮らしと環境、基

幹産業であった農林業も生産性の面から担い手

が育たず、瀕死の産業と化しております。これ

は一自治体の課題ではないものの、大きな行政

課題と言え、対策として地方の活性化と称し、

福祉の充実、若者定住などのアイデア競争が始

まっております。一方、国は安保法制の議論、

労働者派遣、ＴＰＰの交渉などなど、国益にか

かわる大きな課題が国民にわかりやすい議論が

少ないままに進もうとしております。 




